
 

 

［成果情報名］ツバキ実の充実時期と油含有率 

［要約］ヤブツバキは８月下旬からが油の充実時期であり、実を早く採取すると種子の油含

有率は低くなる。また、含有率は３５％前後で種子１個当たりの重量による差異は無い。 
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［背景・ねらい］ 

 ツバキ実の肥大は４月中旬から始まり、７月下旬に完了する。また、種子中に油が充実

する時期は、ツバキ実の肥大が完了後、８月下旬からになることが分かっている。収穫時

期により油の含有率がどう変わるのか、また、種子の重量により含有率に変化が見られる

かについて福江島島内の６箇所で調査する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．ツバキ実を早く採取すると種子の油含有率は低くなる。採取が適期であれば地域及び

時期による油含有率の差は小さい（図１）。 

 

２．種子の油含有率は Folch 法で抽出すると３５％前後となる（図２）。 

 

３．種子の重量の差による油含有率の差は見られない（図３）。 

 

４．種子の重量が重いほうが、搾油できる油の量も多い（図４）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．今後取り組むツバキ実の収穫判定技術の開発の参考になる。 

 

２. 実の大きさと種子の重量の関係に相関があるかはわからない。 

 

３．種をつける数が同じであれば、種子の重量が重い個体から採種したほうが効率は良い。 

 

４. ツバキ油の含有率は、時期別にツバキ実を採取し乾燥後に全種子を取り出して、Folch

法により抽出し、溶媒分配後のクロロフォルム層に含まれる油重量の値を全種子重量で

除したものである。 

 

５．今回使用したツバキ実は、五島市下大津町、小泊町、平蔵町、玉之浦町、三井楽町、

岐宿町の６箇所において選定した１本の木から３個を継続的に収穫したものである。 
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図３ 実１個当たり種子重量と油含有率    

（８月２９日以降採取分） 

図２ 実１個当たり油重量と油含有率 

（８月２９日以降採取分） 

   

図４ 実１個当たり種子重量と油重量     

（８月２９日以降採取分）   

図１ 採取日別油含有率 


